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　原子力機構は、令和5年4月に職員が一丸となって目指

すべきビジョン「ニュークリア×リニューアブルで拓く新し

い未来」を掲げ、現在に至るまで多様な業務プロセスの改

革に取り組んでいます。この背景には、我が国が直面して

いるエネルギーおよび社会構造の深刻な課題に対する強

い危機感があります。

　日本はエネルギー資源に乏しく、エネルギー自給率はわ

ずか 10％台にとどまっています。少子高齢化と経済の停滞

が進行するなか、資源大国である米国や国境を越えて電力

融通が可能な欧州諸国とは異なり、カーボンニュートラル

の実現は、日本にとって極めて高いハードルです。そのた

め、再生可能エネルギーの最大限の導入に加え、原子力の

安定的かつ安全な活用が不可欠であることが、最新のエネ

ルギー基本計画にも明示されています。

　しかし、日本は世界で唯一の被ばく国であり、さらに福島

第一原子力発電所事故の記憶が未だ鮮明に残る中、原子

力に対する国民の不信感は根強く残っています。

　こうした課題を乗り越え、ビジョンの実現に向けて原子

力の新たな価値を社会に提示していくため、我々は三つの

柱に基づく研究開発を推進しています。

　一つ目の柱「Synergy（シナジー）」は、ニュークリアとリ

ニューアブルの相乗効果を追求し、エネルギーの安定供給

と脱炭素の両立を図る研究であり、高温ガス炉の開発や劣

化ウランを活用した蓄電池開発などが該当します。

　二つ目の柱「Sustainable（サステナブル）」は、原子力その

ものの持続可能性を高める取り組みであり、軽水炉の高度

化、革新炉、核燃料サイクル、廃止措置や廃棄物の処理・処

分などを通じて、エネルギーシステムとしての原子力の完

成を目指します。これは、原子力発電に係る安全性や廃棄

物問題への懸念を低減するものであり、その多くがゴール

を明確化したプロジェクト型の研究開発です。

　三つ目の柱は「Ubiquitous（ユビキタス）」です。これは、医

療、農業、環境、宇宙、資源循環といった幅広い分野におい

て原子力技術を活用し、国民生活の質を向上させるととも

に、原子力をより身近な存在として感じていただくことを目

指します。医療用RIの供給や放射線育種といった既存の

実用技術に加え、トポロジカル物性や量子材料、スピン熱

電素子、グラフェンなど、最新の基礎物理の知見を活かし

た研究は、量子コンピュータの実現、データセンターの画期

的な省エネルギー化、半永久電源や次世代半導体の開発

などを導く、まさに社会に新たな価値をもたらす萌芽といえ

るでしょう。

　また、エネルギーの観点でも、やや飛躍しすぎているか

もしれませんが、放射線や熱を直接利用するエネルギー変

換技術等の劇的な進化・応用により、従来の原子炉・タービ

ン型の枠組みにとらわれない簡素でコンパクトな発電シス

テムが実現すれば、原子力発電の“ムーンショット”になる

でしょう。

　ユビキタス研究に代表される、こうした革新的技術の実

現に向け、我々が何より重視しているのが、先端基礎研究

の力です。ブレークスルーとなる技術や発想は、日々の積

み重ねと探究から生まれます。従来の延長線上ではない階

段状の技術進化─その起点には、最先端の基礎研究が

あるのです。だからこそ、我々は研究者の皆様に、常に世

界の最前線と接続された、真に先進的な研究を志していた

だきたいと願っています。

　そのためには、国内外との交流を積極的に行い、異分

野・異文化との対話を通じて視野を広げるとともに、研究体

制そのものも柔軟かつ機動的に進化させることにより、よ

り創造的で革新的な研究環境を継続的に創り出す必要が

あります。

　原子力の新しい未来を切り拓くために、そして日本が持

続可能で豊かな社会を築くために、原子力科学における先

端基礎研究の果たすべき役割は、今後ますます大きく、そ

して重要になっていきます。皆様の果敢な挑戦と今後の研

究成果に、心より期待を寄せています。

「先端基礎研究センター」（ASRC）は、原子力研究開発の課題に対して原理、現象の根源に立ち返ってこれを解決するとともに、一般の基礎科学との協
調により、原子力の発展のみならず他の分野の開発をも先導する研究の発展を図ることを目的として、1993年に日本原子力研究所内に設立されまし
た。その後、日本原子力研究開発機構（JAEA）の発足や量子科学技術研究開発機構の分離独立などの組織改変がありましたが、30年近い月日を経た
今も、ASRCの設立理念は変わっていないと考えています。
現在は、「原子力先端核科学」と「原子力先端材料科学」の2分野・6研究グループと、両者をつなぐ先端理論物理研究グループの7つの研究グループ
を設定し、JAEA のビジョンが掲げるニュークリア×リニューアブル（原子力と再生可能エネルギーの融合）の実現に向けて、原子力科学における未踏分野の
開拓を進め、新原理・新現象の発見、新物質・材料の創製、および革新的技術の創出を目指しています。
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